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まさに新緑の季節！街にはピカピカの新人達でいっぱいです。新しいランド

セルが並んで登校の風景はこの時期ならではですし、新社会人達にはエールを

送りたいですね。みんな頑張れー！ 

今回も基本の話し*３回目*（背票・背丁・前票） 

仮にも頁物印刷を手掛ける者としてぜひとも知って頂きたいのがこの印です。 

昨今 製本界では品質管理が厳しくなり、加工ミスを誘発される印刷物は製本

しない（或いは料金の割り増し）会社が増えており、当社でも外注先へ加工品

を持ち込んだ際に、その場で断られることもしばしばあるほどです。その多く

は背丁が無い為で、頁物の加工にはトンボ同様に必要不可欠なものです。 

 背丁の役割は製本加工の不良防止です。短納期を最優先に迫られる製本工程

では、一番短縮しやすい工程が【検査】です。各工程が完璧ならば検品の必要

は無いはずですが、製本だけが完璧でも印刷までの工程が完璧なのか？となる

わけで、一番短縮してはならないのが【検査】なのです。背丁とはこの検査の

スピードアップと不良発見に絶大な威力を発揮します。 

さて背丁(ｾﾁｮｳ)ってナニ？という方のために、背丁と背票(ｾﾋｮｳ)の紹介から♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

この二つを総称して背丁と表現をしています。最近ではセンサー機能も良くなりまし

たが、それでも完璧とはいえません。作業の要所で目視確認が不可欠です。物量が

大きくなればなるほどこの背丁は有意義となります。 

 うちは中綴だから、ペラ丁合いばかりだからというなかれ！次回は「天票と前票」の 

お話しです。 

  

                          by（株）井関製本 

刷本の最外側（背になる部分の外側）にベタで各折ごとにつける印の事で 

それぞれのベタ位置を階段状にずらし丁合い作業における乱・落・増丁の

防止を目視確認する為の墨ベタのつぶし印です。 

また刷本積み替えで起こりやすい「載せ違え」も折段階で速やかに発見 

が出来ます。 

背
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と
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刷り本の区別をする為にタイトルや号数・折台名等を背票同様に最外側へ

印刷することを言います。 

例えば再版と新刊を同時に作る場合など、折丁だけでは見分けがつかず 

混入の恐れや、類似した他製品との混ざり防止に役立ちます。 


